
平成21年3月期 決算短信 
平成21年5月14日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 ＡＴグループ 上場取引所 名 

コード番号 8293 URL http://www.at-group.jp
代表者 （役職名） 取締役会長兼社長 （氏名） 山口 直樹

問合せ先責任者 （役職名） 経理部次長 （氏名） 加藤 峰夫 TEL 052-883-3166
定時株主総会開催予定日 平成21年6月26日 配当支払開始予定日 平成21年6月29日

有価証券報告書提出予定日 平成21年6月26日

1.  21年3月期の連結業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 338,465 △7.4 4,988 △53.1 6,800 △44.4 3,916 △48.5

20年3月期 365,657 △2.5 10,646 5.2 12,232 9.3 7,609 73.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年3月期 116.56 ― 3.5 2.4 1.5
20年3月期 239.04 ― 7.0 4.1 2.9

（参考） 持分法投資損益 21年3月期  185百万円 20年3月期  221百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 270,044 109,766 40.6 3,257.07
20年3月期 295,012 114,308 38.7 3,433.04

（参考） 自己資本   21年3月期  109,766百万円 20年3月期  114,308百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年3月期 4,465 △18,527 13,645 3,210
20年3月期 26,785 △21,193 △8,862 3,626

2.  配当の状況 

平成22年３月期の期末配当（予想）につきましては「未定」であります。 

1株当たり配当金 配当金総額
（年間）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

20年3月期 ― 10.00 ― 20.00 30.00 1,048 12.6 0.7
21年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00 1,047 25.7 0.9

22年3月期 
（予想）

― ― ― ― ― ―

3.  22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

157,400 △13.6 1,950 △41.3 2,600 △40.8 1,700 △35.6 50.44

通期 328,500 △2.9 4,400 △11.8 5,500 △19.1 3,500 △10.6 103.85
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変
更に記載されるもの） 

(注)詳細は、17・18ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期 35,171,051株 20年3月期 35,171,051株

② 期末自己株式数 21年3月期  1,469,951株 20年3月期  1,874,444株

（参考）個別業績の概要 

1.  21年3月期の個別業績（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

(注)当社は、平成19年４月１日より純粋持株会社に移行し、平成20年３月期の個別業績は前期比較ができないため、対前期増減率は表示しておりませ
ん。 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期 3,133 44.7 1,674 152.9 2,558 66.9 2,067 32.9
20年3月期 2,165 ― 661 ― 1,533 ― 1,555 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

21年3月期 59.21 ―

20年3月期 44.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期 152,847 85,272 55.8 2,443.70
20年3月期 159,611 91,569 57.4 2,620.71

（参考） 自己資本 21年3月期  85,272百万円 20年3月期  91,569百万円

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、様々な要因によって、これ
らの業績予想とは異なる結果となる可能性があります。また、個別の業績予想につきましては、当社は純粋持株会社であり、連結数値における重要性から
開示を控えさせていただきます。 
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当連結会計年度におけるわが国経済は、米国におけるサブプライムローン問題に端を発した金融市

場の混乱が、エネルギー・原材料価格の高騰や米国大手証券会社の経営破綻を機に実体経済へと波及

し、企業業績は著しく悪化しました。また、その影響から、設備投資の大幅な縮小や雇用・所得環境

の悪化による個人消費の低迷とともに、株式相場の急落や円高による海外輸出の減少など、戦後最悪

といわれる非常に厳しい景気後退局面を迎えております。 

自動車産業におきましては、期の前半は、海外輸出台数がアジア・中近東・欧州を中心に増加し、

2004年度以降５年連続プラスの約344万台（前年同期比9.7％増）、国内総生産台数も乗用車やバスの

増産などの要因により約579万台（前年同期比5.6％増）とおおむね好調に推移いたしました。しか

し、期の後半になり、これまでの好調な海外輸出に牽引され順調に推移してきた自動車生産が、世界

的金融危機の直撃を受け急速に縮小、今年度の国内総生産台数は約999万台（前年同期比15.2％減）

と大幅な減産となりました。また国内自動車販売につきましても、第３四半期以降における、企業の

設備投資の急激な抑制や個人消費の低迷などの影響で、国内販売台数（除軽）は約289万台（前年同

期比15.6％減）と厳しい状況で終わりました。 

このような状況のもと、当社グループの各事業会社は「需要は創造するもの」との基本的な考え方

のもと、地域密着に主眼を置いての新型車販売促進や非営業職のグループ社員全員も一丸となっての

紹介活動など積極的な営業活動を展開しましたが、総売上高は、第３四半期以降の急激な新車販売台

数の減少などにより3,384億65百万円（前年同期比7.4％減）と減収となりました。利益面では、グル

ープ全体での販売費及び一般管理費を中心に徹底した経費削減や効率化、設備投資計画の延期などを

実施したことで、売上総利益は492億70百万円（前年同期比13.3％減）、営業利益は49億88百万円

（前年同期比53.1％減）、経常利益は68億円（前年同期比44.4％減）、当期純利益も39億16百万円

(前年同期比48.5％減)に踏み止めることができました。 

＜自動車関連事業＞ 

当連結会計年度における自動車関連事業の売上高は3,128億43百万円(前年同期比8.1％減)で、連結

売上高3,384億65百万円の92.4％と大部分を占めております。 

その商品別売上高及び前年同期比は以下の通りであります。 

1. 経営成績

１．経営成績に関する分析

(1)当期の概況

売上高(百万円) 構成比(％) 前年同期比(％)

新        車 177,716 56.8 △10.3

中   古   車 36,676 11.7 △5.3

サ ー ビ ス 44,006 14.1 △2.1

リース・レンタル 21,803 7.0 1.5

そ   の   他 32,641 10.4 △11.7

合        計 312,843 100.0 △8.1
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当社グループの主力事業である自動車新車販売の基盤となる愛知県の登録車市場は、全国と同様、

前年同期比15.2％減の約259千台と厳しい状況となりました。こうしたなかで、昨年２月にモデルチ

ェンジのあったクラウンや、新発売されたヴェルファイア、ｉＱ、パッソセッテのほか、プリウス、

エスティマハイブリッド等エコカーの販売は好調に推移しましたが、一方で、エスティマ、アイシ

ス、ウィッシュ、ノアなどの既存車種が減販となり、販売台数（除軽）は72,768台（前年同期比

11.5％減）と減販となりました。その会社別内訳は以下の通りであります。 

愛知トヨタ自動車㈱     32,348台（前年同期比 4,387台減・11.9％減） 

トヨタカローラ愛豊㈱   20,873台（  同   3,004台減・12.6％減） 

ネッツトヨタ愛知㈱     10,404台（  同   1,439台減・12.2％減） 

ネッツトヨタ東海㈱      8,107台（  同     485台減・ 5.6％減） 

愛知スズキ販売㈱        1,036台（  同     150台減・12.6％減） 

また、愛知県の軽自動車市場は、前年同期比6.2％減の約118千台となりましたが、当社グループの

愛知スズキ販売㈱では、軽自動車販売台数は13,681台（前年同期比4.4％減）の減販に止めることが

できました。 

＜その他の事業＞ 

その他の事業の売上高は256億22百万円(前年同期比1.0％増)であり、総売上高の7.6％となりまし

た。住宅販売につきましては、トヨタホーム愛知㈱がトヨタホームの販売施工を主としております

が、全国の新設住宅着工戸数が約103万９千戸(前年同期比0.3％増)となる中、戸建住宅729戸(前年同

期比1.2％減)との結果に終わりました。 

システム開発運営につきましては、トヨタ情報システム愛知㈱がグループ内システム運営受託の他

に、グループ外企業などからソフト開発等を受託・販売しておりますが、トヨタ自動車㈱とその関連

企業からの受託が堅調に推移し、グループ外全体の受託総額は増加いたしました。 

  

今後の日本経済の見通しにつきましては、世界同時不況の実体経済への波及や、株式相場の低迷、

急激な円高の進行等により厳しい状況が続くものと思われます。 

国内自動車販売業界におきましては、短期的には、新型ハイブリッドカーの発売や、低公害車対象

の優遇税制など好材料はあるものの、先行きの不透明感は依然として残っております。また、長期的

にも、少子化や車両保有期間の長期化に加え、若年層の車離れが進むなど今後も市場の縮小が進み、

従来にも増して限られた市場の中での競争が激化し、さらに厳しい環境になっていくものと予想され

ます。 

こうした環境を踏まえ、グループ連結の次期の見通しとしましては、新車販売台数は、除軽で

73,900台(前年同期比1.6％増)、含軽で86,400台(前年同期比0.1％減)と見込み、売上高については減

収、営業利益・経常利益・純利益での減益を見込んでおります。 

また、個別の業績予想については、当社は純粋持株会社であり、連結数値における重要性から開示

を控えさせていただきます。 

  

 
  

(2)次期の見通し

[連結業績予想] （増 減 率）

 売上高 ３，２８５億円 （△ 2.9％）
 営業利益 ４４億円 （△11.8％）
 経常利益 ５５億円 （△19.1％）
 当期純利益 ３５億円 （△10.6％）
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当期末における資産総額は2,700億44百万円となり、前期末に比べ249億67百万円の減少となりまし

た。主な増減としては、リース会計基準適用によるリース投資資産の増加などがありましたが、受取

手形及び売掛金の減少、新車在庫などの商品の減少などにより流動資産は79億73百万円減少となりま

した。固定資産では、投資有価証券が期末時価評価の低下により減少、リース会計基準適用による貸

与資産の減少などにより、固定資産合計で169億94百万円減少しております。負債総額は1,602億77百

万円となり、前期末に比べ204億25百万円の減少となりました。主な要因は、短期借入金が増加とな

りましたが、支払手形及び買掛金、繰延税金負債、未払法人税等などが減少となったことによるもの

であります。純資産につきましては総額1,097億66百万円となり、前期末に比べ45億41百万円の減少

となりました。主な要因は、利益剰余金などの増加により株主資本は増加しましたが、有価証券評価

差額が減少したことによるものであります。 

  

営業活動によるキャッシュ・フローは資金の増加44億65百万円となりました。これは主に、税金等

調整前当期純利益63億76百万円に加えて減価償却費196億23百万円が計上され、増加要因として売上

債権が51億50百万円減少し、新車在庫などのたな卸資産が57億２百万円減少となり、一方で減少要因

として買掛金などの仕入債務が226億86百万円減少となり、また、法人税等の支払額が80億51百万円

あったことなどによるものです。 

投資活動のキャッシュ・フローは資金の減少185億27百万円となりました。これは主に、貸与資産

の取得及び売却による107億２百万円の支出超過、有形固定資産(貸与資産を除く)の取得及び売却に

よる67億97百万円の支出超過などによるものであります。 

財務活動のキャッシュ・フローは資金の増加136億45百万円となりました。これは主に、短期借入

金の純増加額147億５百万円及び長期借入金による調達25億24百万円があった一方で、長期借入金の

返済28億59百万円のほか、配当金の支払が12億27百万円あったことなどによるものです。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当期末残高は前連結会計年度に比べて４億15百万円減少し、32

億10百万円となっております。 

  

２． 財政状態に関する分析

(1)資産、負債及び純資産の状況

(2)キャッシュ・フローの状況

㈱ＡＴグループ(8293)平成21年３月期決算短信
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※各指標の算出方法は次のとおりであります。 

・自己資本比率：自己資本／総資産 

・時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

・キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

・インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

３．キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。 

４．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

利益配分につきましては、安定的な配当の継続を基本とし、連結業績及び配当性向等を総合的に勘案

し、実施していきたいと考えております。自動車販売業界は主力商品のモデル変更に伴う業績変動の幅

の大きい業態であることから、十分な内部留保が必要と考えております。 

こうしたことを踏まえ、長期安定的な配当を基本としつつも、毎期の業績を勘案しながら連結配当性

向の当面の目標を20％として継続して努力してまいります。 

当期の配当金につきましては、昨年11月に中間配当金を１株につき15円と決定し、期末配当金につき

ましては、本日開催の取締役会において、上記の業績並びに経営体質の更なる強化と事業拡大に必要な

内部留保の充実等を勘案した上で、１株につき15円と決定させていただきました。これにより年間とし

ては、前期と同額の１株につき30円、連結配当性向は25.7％となります。 

次期の配当につきましては、現時点では未定とさせていただきます。 

  

  

(3)キャッシュ・フロー指標のトレンド

平成17年
３月期

平成18年
３月期

平成19年
３月期

平成20年 
３月期

平成21年
３月期

自己資本比率(％) 30.7 31.6 33.7 38.7 40.6

時価ベースの自己資本比率
(％)

18.2 22.1 18.9 14.7 9.5

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年)

1.7 4.4 2.4 1.8 13.8

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

104.1 46.4 55.8 46.0 7.3

３．利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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ル

２．企 業 集 団 の 状 況

  当社の企業集団は、純粋持株会社である当社 (㈱ＡＴグループ)、子会社15社及び関連会社２社により

構成されており、自動車及び同部品・用品の販売、自動車整備その他の自動車関連サービスを主な事業内

容とし、更にその他の事業として住宅の販売、建築営繕、不動産の取引、コンピュータ関連業務、旅行代

理店等の事業活動を行っております。

　当企業集団の事業に係る位置付けを事業系統図によって示すと次のとおりであります。

（純粋持株会社）
㈱ Ａ Ｔ グ ル ー プ

自
動
車
関
連
事
業

（ 自動車リース・レンタル ） （ 自動車販売 ）
※１ ㈱トヨタレンタリース愛知 ※１ 愛 知 ス ズ キ 販 売 ㈱

 リース・レンタ 　自動車販売

（ 自動車販売 ）
※１ 愛 知 ト ヨ タ 自動 車㈱

（ 自動車部品販売 ） ※１ トヨタカローラ愛豊㈱

※３ トヨタ部品愛知共販㈱ ※１ ネ ッ ツ ト ヨ タ愛 知㈱

部品・用品
※１ ネ ッ ツ ト ヨ タ東 海㈱

車両の輸送　
新車保管・点検・追加工事

（ 産業車両販売 ）
※１ トヨタエルアンドエフ中部㈱

（鉱油販売、車両の輸送、 

（ 運送業 ） 納車準備、自動車学校）

※２ ㈱ ト ラ ン サ ッ ト ※１ ㈱ ア ト コ

車両の輸送  納車準備

（ビジネスセンター）

そ
の
他
の
事
業

※１ ㈱ Ａ Ｔ ビ ジ ネ ス
 情報処理・システム開発

間接業務請負
（旅行代理店、外食産業、 (システム開発、機器販売)

不動産賃貸他） ※１ トヨタ情報システム愛知㈱

※２ ㈱ ア ト ラ ス
設備建築請負  システム機器

※２ ㈱ ア ト リ ウ ム

※４ エコ・ロジスティクス㈱ （住宅販売、建築工事請負） （保証・集金代行、リース）
※１ ト ヨ タ ホ ー ム愛 知㈱ ※１ 愛知クレジットサービス㈱

(注） ※１  連結子会社 12社
※２  非連結子会社で持分法非適用会社 ３社
※３  関連会社で持分法適用会社 １社
※４  関連会社で持分法非適用会社（清算中） １社
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 関 係 会 社 の 状 況
平成21年３月31日現在

名         称 住    所 資本金
(千円)

主　要　な
事業の内容

議決権の
所有割合
（％）

関    係    内    容

（ 連 結 子 会 社 ）

名古屋市
昭 和 区

自動車関連
事      業

当社所有の土地・建物を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

愛 知 ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ 500,000 100.0

(注３)

名古屋市
昭 和 区

当社所有の土地・建物を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

ト ヨ タ カ ロ ー ラ 愛 豊 ㈱ 310,000 同    上 100.0

(注３)

名古屋市
緑    区

資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

ネ ッ ツ ト ヨ タ 愛 知 ㈱ 50,000 同    上 100.0

名古屋市
南    区

当社所有の土地を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

ネ ッ ツ ト ヨ タ 東 海 ㈱ 100,000 同    上 100.0

名古屋市
昭 和 区

資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

ト ヨ タ エ ル ア ン ド エ フ 中 部 ㈱ 40,000 同    上 100.0

名古屋市
昭 和 区

当社所有の土地・建物を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

㈱ ト ヨ タ レ ン タ リ ー ス 愛 知 50,000 同    上 100.0

名古屋市
南    区

資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

愛 知 ス ズ キ 販 売 ㈱ 40,000 同    上 100.0

名古屋市
昭 和 区

当社所有の土地・建物を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

㈱ ア ト コ 55,000 同    上 100.0

名古屋市
東    区

そ の 他 の
事 業

資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

ト ヨ タ ホ ー ム 愛 知 ㈱ 50,000 100.0

名古屋市
昭 和 区

資金の貸借がある。
当社の保証債務がある。
役員の兼任あり。

トヨタ情報システム愛知㈱ 60,000 同    上 100.0

名古屋市
昭 和 区

資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

愛 知 ク レ ジ ッ ト サ ー ビ ス ㈱ 80,000 同    上 100.0

名古屋市
昭 和 区

自動車関連
事      業

当社所有の土地・建物を賃借している。
資金の貸借がある。
役員の兼任あり。

㈱ Ａ Ｔ ビ ジ ネ ス 100,000 100.0

（ 持 分 法 適 用 関 連 会 社 ）

名古屋市
熱 田 区

自動車関連
事      業

 28.0
 ( 2.0)

役員の兼任あり。ト ヨ タ 部 品 愛 知 共 販 ㈱ 100,000

(注) １．「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

２．「議決権の所有割合」の(  )内は間接所有で内数となっております。

３．特定子会社に該当しております。
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当社グループは、トヨタ自動車の１号車を販売したディーラーを前身とし、爾来、日本のモータリゼ

ーションの進展とともにトヨタ自動車の多くの製品を取扱い、そして、トヨタ自動車の政策を受け、商

品別に分社化をし、それぞれのグループ各社が自立経営を進めてまいりました。また、いち早く割賦販

売や自動車リースなどを導入し、自動車販売の先駆者として「現在よりも未来を志向し、お客さまの信

頼に応える」をモットーに順調に業績を伸展させてまいりました。 

そして、平成19年４月には、経営環境の変化に対応すべく、純粋持株会社体制に移行いたしました。

今後の新たな経営体制のもと、社会や株主の皆さま、お客さま、その他すべてのステークホルダーに対

する責任を果たし、その信頼を得て「効率性、的確性、公正性、透明性を一層高めたグループ経営」を

実現してまいります。 

また、グループ各社の総力を結集し、グループシナジーを発揮することにより、より高品質なサービ

スをお届けできるよう前進してまいります。 

  

当社グループにおいては、自動車関連事業が大きなウェイトを占めており、特に新車販売がその売上

高、利益に大きな影響を与えます。新車販売は、市場の動向や取扱車種によって大きく左右されるた

め、その都度的確な対応策を図っていく必要があり、予め設定するような具体的な目標は有しておりま

せん。 

  

国内自動車販売業界におきましては、少子化の進展や循環型市場へのシフトにより、限られたマーケ

ットの中での競争が激化してきております。各自動車メーカーとも国内販売体制の再構築を進めてお

り、トヨタ自動車はレクサスの投入とともに新ＶＩ（ビジュアルアイデンティティ）を導入してチャネ

ルの位置づけを明確にし、日産自動車やホンダでは全系列での全車種の併売化を実施しております。 

このような中で、当社グループといたしましては、新車販売において「トヨタ」「レクサス」「ＤＵ

Ｏ」の３ブランド一体としての営業活動を一層徹底するとともに、「お客さまの信頼を得ること」を営

業の基本方針として、お客さまへのサービスに万全を期してまいります。 

グループ経営に関しましては、今般、今後予想される市場構造の変化や競争激化といった経営環境の

変化に対応するため、グループ経営の全体最適を的確、迅速に行うことのできる組織体制に再編すべ

く、純粋持株会社体制に移行しており、グループ企画機能によるグループ間シナジーの強化、経営資源

の最適配分、組織体制の再構築を目的として、効果を最大限に発揮すべく最善の努力を継続してまいり

ます。 

また、平成19年10月１日よりビジネスセンターとして立ち上げた㈱ＡＴビジネスでは、グループ内の

管理間接業務の集約と効率化を行うほか、トヨタ系ディーラー４社の車両登録、保険事務、所有権解除

業務の集約、「グッドラック」(新車保管・点検センター)及び「ナイスラック」(中古車の商品加修セ

ンター)といった車両の物流拠点の運営も行っており、今後も更なる効率化を進めてまいります。 

このように、純粋持株会社、事業子会社、ビジネスセンターが一体となってグループ経営を推進する

体制が整い、事業子会社がそれぞれの事業に特化した経営を展開するとともに、純粋持株会社におい

て、今後の経営環境の変化に的確に対応したグループとしての全体最適戦略を策定し実行していくこと

により、企業価値の安定を図ってまいります。 

3. 経営方針

１．会社の経営の基本方針

２．目標とする経営指標

３．中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題
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（参考資料１） 新車販売台数と市場の動向及び構成比

【登録車】 （単位：台）

平成20年３月期 平成21年３月期 増 減 率
(19/4～20/3) (20/4～21/3) （％）

全   国   総   市   場 3,428,456   2,893,947   △ 534,509   △ 15.6   

オ　ー　ル　ト　ヨ　タ 1,532,789   1,309,559   △ 223,230   △ 14.6   

 うち 全 国 ト ヨ タ店 282,805   242,678   △ 40,127   △ 14.2   

            カローラ店 464,764   397,588   △ 67,176   △ 14.5   

            ネ ッ ツ店 433,233   376,431   △ 56,802   △ 13.1   

グ ル ー プ 販 売 台 数 82,233   72,768   △ 9,465   △ 11.5   

（うちトヨタ車） ( 77,292)  ( 69,020)  (△ 8,272)  (△ 10.7)  

  うち愛知トヨタ販売台数 36,735   32,348   △ 4,387   △ 11.9   

    （うちトヨタ車） ( 33,804)  ( 30,288)  (△ 3,516)  (△ 10.4)  

     カローラ愛豊販売台数 23,877   20,873   △ 3,004   △ 12.6   

    （うちトヨタ車） ( 23,387)  ( 20,443)  (△ 2,944)  (△ 12.6)  

     ネッツ愛知販売台数 11,843   10,404   △ 1,439   △ 12.2   

     ネッツ東海販売台数 8,592   8,107   △ 485   △ 5.6   

     愛知スズキ販売台数 1,186   1,036   △ 150   △ 12.6   

グループオールトヨタ構成比 5.0%   5.3%   0.3     ―

  うち全国ト ヨ タ店構成比 12.0%   12.5%   0.5     ―

          カローラ店構成比 5.0%   5.1%   0.1     ―

          ネ ッ ツ店構成比 4.6%   4.9%   0.3     ―

県   下   総   市   場 304,993   258,508   △ 46,485   △ 15.2   
（グループ県下構成比） ( 27.0%)  ( 28.1%)  ( 1.1)    ―

（注）１．トヨタ自動車㈱の調査資料を使用。

      ２．全国及び県下総市場には輸入車・レクサス車を含み、オールトヨタ（全国トヨタ店

      　　・カローラ店・ネッツ店）には輸入車・レクサス車を含まない。    

      ３．グループ販売台数には輸入車・レクサス車を含むが、グループオールトヨタ構成比

      　　（全国トヨタ店・カローラ店・ネッツ店構成比）は輸入車・レクサス車を含まない。

【軽自動車】 （単位：台）

平成20年３月期 平成21年３月期 増 減 率
(19/4～20/3) (20/4～21/3) （％）

全   国   総   市   場 1,893,042   1,808,883   △ 84,159   △ 4.4   

オ  ー  ル  ス  ズ  キ 587,331   579,384   △ 7,947   △ 1.4   

愛 知 ス ズ キ 販 売 台 数 14,307   13,681   △ 626   △ 4.4   

県   下   総   市   場 125,794   117,943   △ 7,851   △ 6.2   
（  構    成    比  ） ( 11.4%)  ( 11.6%)  ( 0.2)     ―

（注）スズキ㈱の調査資料を使用。

区          分 比 較 増 減

区          分 比 較 増 減



（参考資料２） 新 車 販 売 台 数 明 細
(単位：台)

平成20年３月期 平成21年３月期 増 減 率
(19/4～20/3) (20/4～21/3) （％）

6,521   7,643   1,122   17.2   
3,282   2,511   △ 771   △ 23.5   
4,246   4,735   489   11.5   
2,906   2,648   △ 258   △ 8.9   
3,944   3,349   △ 595   △ 15.1   
3,634   2,810   △ 824   △ 22.7   
1,523   1,040   △ 483   △ 31.7   
3,903   2,491   △ 1,412   △ 36.2   
29,959   27,227   △ 2,732   △ 9.1   

1,323   1,084   △ 239   △ 18.1   
2,268   1,715   △ 553   △ 24.4   
254   262   8   3.1   

3,845   3,061   △ 784   △ 20.4   

33,804   30,288   △ 3,516   △ 10.4   

2,364   1,875   △ 489   △ 20.7   
1,435   1,214   △ 221   △ 15.4   
3,532   3,304   △ 228   △ 6.5   
3,455   2,736   △ 719   △ 20.8   
1,072   1,115   43   4.0   
1,960   1,321   △ 639   △ 32.6   
2,975   2,264   △ 711   △ 23.9   
1,337   1,308   △ 29   △ 2.2   
1,502   1,617   115   7.7   
19,632   16,754   △ 2,878   △ 14.7   

3,183   2,949   △ 234   △ 7.4   
572   740   168   29.4   

3,755   3,689   △ 66   △ 1.8   

23,387   20,443   △ 2,944   △ 12.6   

3,331   3,013   △ 318   △ 9.5   
－　 1,233   1,233   －　 

2,069   1,608   △ 461   △ 22.3   
1,312   791   △ 521   △ 39.7   
917   840   △ 77   △ 8.4   

3,021   1,937   △ 1,084   △ 35.9   
10,650   9,422   △ 1,228   △ 11.5   

857   621   △ 236   △ 27.5   
188   259   71   37.8   

1,045   880   △ 165   △ 15.8   

11,695   10,302   △ 1,393   △ 11.9   

1,869   1,900   31   1.7   
－　 1,453   1,453   －　 

1,488   1,165   △ 323   △ 21.7   
1,030   647   △ 383   △ 37.2   
646   648   2   0.3   

2,268   1,257   △ 1,011   △ 44.6   
7,301   7,070   △ 231   △ 3.2   

1,056   825   △ 231   △ 21.9   
49   92   43   87.8   

1,105   917   △ 188   △ 17.0   

8,406   7,987   △ 419   △ 5.0   

ト   ヨ   タ   車   合   計 77,292   69,020   △ 8,272   △ 10.7   

ＬＥＸＵＳ・ＤＵＯ  合   計 3,755   2,712   △ 1,043   △ 27.8   

1,186   1,036   △ 150   △ 12.6   

5,084   4,307   △ 777   △ 15.3   
553   1,951   1,398   252.8   

8,670   7,423   △ 1,247   △ 14.4   
14,307   13,681   △ 626   △ 4.4   

15,493   14,717   △ 776   △ 5.0   

総          合          計 96,540   86,449   △ 10,091   △ 10.5   

ワ ゴ ン Ｒ

レ ジ ア ス エ ー ス

ス　ズ　キ　車　計

乗　用　車　計

乗　用　車　計

バン・トラック計

バン・トラック計

軽 自 動 車 計

登　録　車　計

そ の 他
パ レ ッ ト

プ ロ ボ ッ ク ス

カ ロ ーラ フィ ール ダー

エスティマ (含むＨＶ)

タ ウ ン エ ー ス

そ の 他

ノ ア

カ ロ ー ラ ル ミ オ ン

比較増減区              分

プ リ ウ ス

ク ラ ウ ン
ア リ オ ン

ヴ ォ ク シ ー

バン・トラック計

ヴ ェ ル フ ァ イ ア
ヴ ィ ッ ツ

ト　ヨ　タ　車　計

サ ク シ ー ド バ ン

シ エ ン タ

乗　用　車　計

ランドクルーザープラド

カ ロ ー ラ ア ク シ オ

パ ッ ソ

ダ イ ナ
そ の 他

ト　ヨ　タ　車　計

ラ ク テ ィ ス

ト　ヨ　タ　車　計

ヴ ェ ル フ ァ イ ア

ｂ Ｂ

ポ ル テ
エスティマ (含むＨＶ)

そ の 他

ア イ シ ス

乗　用　車　計

バン・トラック計

ｂ Ｂ
そ の 他

ウ ィ ッ シ ュ

ラ イ ト エ ー ス
レ ジ ア ス エ ー ス

そ の 他

ウ ィ ッ シ ュ
ヴ ォ ク シ ー

ヴ ィ ッ ツ

ラ イ ト エ ー ス

ト　ヨ　タ　車　計

愛
知
ト
ヨ
タ

愛
知
ス
ズ
キ

ネ
ッ

ツ
愛
知

カ
ロ
ー

ラ
愛
豊

ネ
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5.【個別財務諸表】

(1)【貸借対照表】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 28,455 1,058,849 

営業未収入金 48,916 68,204 

前払費用 15,431 14,911 

繰延税金資産 86,501 80,652 

関係会社短期貸付金 46,482,049 49,849,530 

その他 309,492 140,899 

流動資産合計 46,970,847 51,213,047 

固定資産 

有形固定資産 

建物 6,598,572 6,871,770 

減価償却累計額 △4,556,997 △4,788,453 

建物（純額） 2,041,575 2,083,317 

構築物 1,044,614 1,045,322 

減価償却累計額 △817,995 △846,503 

構築物（純額） 226,619 198,819 

機械及び装置 2,573,820 2,525,709 

減価償却累計額 △2,280,371 △2,277,352 

機械及び装置（純額） 293,449 248,356 

工具、器具及び備品 1,245,614 1,231,045 

減価償却累計額 △1,147,757 △1,152,340 

工具、器具及び備品（純額） 97,857 78,704 

土地 1,674,781 1,805,513 

リース資産 － 28,207 

減価償却累計額 － △2,350 

リース資産（純額） － 25,856 

有形固定資産合計 4,334,283 4,440,568 

無形固定資産 

ソフトウエア 2,728 6,723 

電話加入権 2,537 2,537 

施設利用権 24,192 24,192 

無形固定資産合計 29,458 33,453 

投資その他の資産 

投資有価証券 31,865,614 20,746,361 

関係会社株式 76,400,236 76,400,236 

長期前払費用 3,855 4,058 

その他 7,055 10,225 

投資その他の資産合計 108,276,761 97,160,880 

固定資産合計 112,640,503 101,634,902 

資産合計 159,611,351 152,847,949 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(平成20年３月31日) 

当事業年度 
(平成21年３月31日) 

負債の部 

流動負債 

短期借入金 30,253,789 45,100,000 

関係会社短期借入金 22,015,060 12,096,611 

1年内返済予定の長期借入金 1,780,000 500,000 

リース債務 － 4,231 

未払金 4,904 7,524 

未払費用 29,464 33,722 

未払法人税等 30,854 83,617 

未払消費税等 3,143 11,369 

前受金 34,517 33,884 

預り金 4,324 5,301 

賞与引当金 18,000 22,800 

本社建替関連費用引当金 － 50,000 

流動負債合計 54,174,057 57,949,061 

固定負債 

長期借入金 5,125,000 5,625,000 

リース債務 － 22,918 

長期未払金 257,300 257,000 

繰延税金負債 8,485,957 3,720,971 

固定負債合計 13,868,257 9,625,889 

負債合計 68,042,314 67,574,951 

純資産の部 

株主資本 

資本金 2,917,800 2,917,800 

資本剰余金 

資本準備金 25,819,816 25,819,816 

その他資本剰余金 6,217 613 

資本剰余金合計 25,826,034 25,820,430 

利益剰余金 

利益準備金 729,450 729,450 

その他利益剰余金 

別途積立金 38,000,000 39,000,000 

繰越利益剰余金 6,456,714 6,301,667 

利益剰余金合計 45,186,164 46,031,117 

自己株式 △375,906 △410,392 

株主資本合計 73,554,092 74,358,954 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 18,014,944 10,914,043 

評価・換算差額等合計 18,014,944 10,914,043 

純資産合計 91,569,036 85,272,998 

負債純資産合計 159,611,351 152,847,949 
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(2)【損益計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

営業収益 2,165,693 3,133,271 

営業費用 

金融費用 394,372 511,710 

不動産賃貸費用 432,378 358,031 

租税公課 93,186 41,465 

減価償却費 32,891 36,640 

役員報酬 148,830 171,840 

従業員給料及び手当 116,502 141,641 

賞与引当金繰入額 18,000 22,800 

支払報酬 121,084 － 

その他 146,468 175,132 

営業費用合計 1,503,713 1,459,262 

営業利益 661,980 1,674,008 

営業外収益 

受取配当金 983,555 1,003,144 

雑収入 12,413 11,821 

営業外収益合計 995,968 1,014,965 

営業外費用 

支払利息 123,755 117,995 

雑損失 983 12,599 

営業外費用合計 124,739 130,595 

経常利益 1,533,209 2,558,379 

特別損失 

減損損失 5,857 － 

本社建替関連費用 － 138,224 

特別損失合計 5,857 138,224 

税引前当期純利益 1,527,352 2,420,154 

法人税、住民税及び事業税 1,210 344,992 

過年度法人税等戻入額 △89,251 － 

法人税等調整額 59,856 7,387 

法人税等合計 △28,184 352,379 

当期純利益 1,555,536 2,067,775 
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(3)【株主資本等変動計算書】 

(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

株主資本 

資本金 

前期末残高 2,917,800 2,917,800 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 2,917,800 2,917,800 

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 2,359,544 25,819,816 

当期変動額 

株式交換による増加 23,460,272 － 

当期変動額合計 23,460,272 － 

当期末残高 25,819,816 25,819,816 

その他資本剰余金 

前期末残高 4,168 6,217 

当期変動額 

自己株式の処分 2,049 △5,603 

当期変動額合計 2,049 △5,603 

当期末残高 6,217 613 

資本剰余金合計 

前期末残高 2,363,712 25,826,034 

当期変動額 

株式交換による増加 23,460,272 － 

自己株式の処分 2,049 △5,603 

当期変動額合計 23,462,321 △5,603 

当期末残高 25,826,034 25,820,430 

利益剰余金 

利益準備金 

前期末残高 729,450 729,450 

当期変動額 

当期変動額合計 － － 

当期末残高 729,450 729,450 

その他利益剰余金 

別途積立金 

前期末残高 37,000,000 38,000,000 

当期変動額 

別途積立金の積立 1,000,000 1,000,000 

当期変動額合計 1,000,000 1,000,000 

当期末残高 38,000,000 39,000,000 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

繰越利益剰余金 

前期末残高 6,499,954 6,456,714 

当期変動額 

別途積立金の積立 △1,000,000 △1,000,000 

剰余金の配当 △598,776 △1,222,822 

当期純利益 1,555,536 2,067,775 

当期変動額合計 △43,240 △155,047 

当期末残高 6,456,714 6,301,667 

利益剰余金合計 

前期末残高 44,229,404 45,186,164 

当期変動額 

別途積立金の積立 － － 

剰余金の配当 △598,776 △1,222,822 

当期純利益 1,555,536 2,067,775 

当期変動額合計 956,759 844,952 

当期末残高 45,186,164 46,031,117 

自己株式 

前期末残高 △281,061 △375,906 

当期変動額 

自己株式の取得 △108,084 △49,459 

自己株式の処分 13,239 14,972 

当期変動額合計 △94,845 △34,486 

当期末残高 △375,906 △410,392 

株主資本合計 

前期末残高 49,229,856 73,554,092 

当期変動額 

株式交換による増加 23,460,272 － 

剰余金の配当 △598,776 △1,222,822 

当期純利益 1,555,536 2,067,775 

自己株式の取得 △108,084 △49,459 

自己株式の処分 15,288 9,368 

当期変動額合計 24,324,236 804,862 

当期末残高 73,554,092 74,358,954 
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(単位：千円) 

前事業年度 
(自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日) 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 27,695,670 18,014,944 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△9,680,726 △7,100,900 

当期変動額合計 △9,680,726 △7,100,900 

当期末残高 18,014,944 10,914,043 

評価・換算差額等合計 

前期末残高 27,695,670 18,014,944 

当期変動額 

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額） 

△9,680,726 △7,100,900 

当期変動額合計 △9,680,726 △7,100,900 

当期末残高 18,014,944 10,914,043 

純資産合計 

前期末残高 76,925,526 91,569,036 

当期変動額 

株式交換による増加 23,460,272 － 

剰余金の配当 △598,776 △1,222,822 

当期純利益 1,555,536 2,067,775 

自己株式の取得 △108,084 △49,459 

自己株式の処分 15,288 9,368 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △9,680,726 △7,100,900 

当期変動額合計 14,643,509 △6,296,038 

当期末残高 91,569,036 85,272,998 
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該当事項はありません。 

  

本日発表いたしましました「代表取締役の異動および役員の異動に関するお知らせ」に記載のとおり

であります。 

  

(4)【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

6. その他

役員の異動
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